
( - 財) 宮城県建築住宅センタ ー

平成2 5 年度震災復興活動支援事業

囁境川¢O M E L O N が提案する

宮城県産材を任用した地球環境に

侍しい住宅のシンポジウム

2 = 年II月II 8(馴 川 ～紬朋
(受付開始･開場/IT :4 5)

M 亡L O N は 2 0 1 1 年 1 1 月 ､

｢ 宮城県産材を使用した環境に催しい住宅｣ を宮城県へ 提案し､

モの取り組みを普及するための活動をしています｡

今回は｢ 宮城県産材を使用した囁憶に優しい住宅｣の

取り組み 事例をこ紹介します !

< ( 公財) みやぎ･ 環境とくらレ ネットワ ー ク( M E LO N ) >

M 亡L O N 版復興住宅の提案のパネル展 示

家庭用､ 生ゴミ処理機の説明

< ストツフ温唾化センタ ー みやぎ>

うちエコ診断( 自宅のエコ度をチェックできます)

< 南三陸木の寮づくり互助会 >

復興住宅 板倉の豪｢ 三陸さんたろ｣ のご紹介

フ ォ レス ト仙台2 階
第2 フ ォ レス トホ ー ル
任所: 仙台市青葉区拍木1 - 2 - 4 5 2 隋( みやぎ生協柏木店 2 帽)

※裏面の 地呵をこ参照ください ｡

< 宮城 県 環境政策諌 ､ 再生可能エネルギ ー 皇 >

わたしの e 行動(e e o d o!) 宣言 ､

みやぎエコ ･ アクション ･ ポイント事業などの紹介

< ( 一 肘) 宮城県建築住宅センタ ー >

宮城県建築僅宅センタ ー の取り組み

< 木材判爛 ポイント推進宰領局>

木材利用ポイ ント事業の緒介

公益財団法人みやぎ･ 環境とくらレネットワ ー ク( M E L O N )

T E L : 0 2 2 - 2 7 6 - 5 1 1 8 FÅX : 0 2 2 - 2 1 9 - 5 7 1 3

E - M ail: m e1 0 n @ miy a gi .j p n . o rg

任所: 〒9 8 1 - O g 3 3 仙台市青葉区柏木 ト 2
- 4 5 フルスト仙台 5 F

担当: 菅田( すがた)

※慕面の｢ 申込害｣ にこ記入の上 ､ F A X にてお申込くたさい ｡
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1 7 : 4 5 【開場】

1 8 : 0 0

村松淳司氏(東北大学大学院文学研究科教授､ M 巳_ O N 理事､

M E J O N 版復興住宅棟討垂員会 委員長)

1 8 : 3 5

佐藤久
一

郎氏(商三陸森林組合 代表理事組合長､
宮城県林業経営書協会 会長)

1 9 : 0 5

小野幸助氏(株式会社建築工房零 代表取締役､
M E L O N 版復興住宅検討委員)

〔休 憩〕

1 9 : 4 5

【⊃ 一 デイネ
一

夕
ー

)

村松淳司 氏(東北大学多元物質科学研究所教授､ M ∈L O N 理事､
M E L O N 版復興住宅検討委員会 垂員長)

【パネリスト】

佐藤久
一

郎氏(商三陸森林組合 代表理学組合長､
宮城県林業雁営毒協会 会長)

小野幸助氏(株式会社建築工房零 代表取締役)

後藤
一

磨氏(宮城大学非常勤嘲眉 ､ 南三 陸語り部の会､

南三 陸木の家つ < り互助会会長)

2 0 : 4 5 〔終了)

M E L O N 版復興住宅検討委員会でlよ･ ･

これから建設される住宅に県産材ガ多< 使用され磨り､ 環境た優しい
省エネ使用､ 自然工刺しギ

ー の設備ガ多< 採用されることを目的に活

動しています｡
.

県産材を利用することで蕪の保全につながリ､ 自然エネルギ ー

や省エ

ネ機器を設置することで 二酸化炭素や化石燃料の削減につながりま
す｡

針容 貌
嘩㌧

-

一

客 針 二
鎖

∴

--一線
嘩

!
■
ヨヒ鵬

預
~

璧北
′

一寸l . L J 仙 リl

臨☆∈,｢ ′
'

′ヽJ

扁北大竜学部
噂

､

両 宕町 ★

飽爪郵便局好 バ ス停 ☆ 毒素署

霞
察

子†

潮
雷の貪 勝山児車

ノ

☆

厘

4 巨軍閥
北四 丁駅

碧
≧ぎ

索

恵
】

署

宗
上

彬

ニ
だ ヨ

逐
免 責莱茎役所 過

刊l

髄 ☆

厨両 得 挿 韓1癒囁 庁

宅些

闘
白公国豹
尉
闘l せ手車寺ノ

i 5

l

◆地下鉄 北四番丁駅下車｢北2 出田｣より徒歩約7 分

◆J R J R 仙山線｢北仙台駅｣ 下車､ 徒歩約 1 0 分
◆パコ 仙台駅パス亭より､ 北仙台方面行きに乗車､

｢ 堤通雨宮即｣ パユ停下車徒歩約2 分

(仙台駅パスプール乗り増 1 3 ･ 1 4 番)

※提携駐車場はございません｡ エコな公共交通機関であ越
し< ださい ｡

※ 当日の会場の様子を､ M E L O N 情報紙やフログ

で発信するため､ 写真を撮影いたします｡

ご了承< ださい ｡

｢ M E L O N｣ とは
公益財団憧人みやぎ･ 環境と< らレネットワー ク

M iY 粥i ∈∩V ir o n m e n 佃 ル ね 0 血イ○ 弧h N 帥 〟 0 火 の 略称｡
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⑳ 爽診

1 9 9 2 年に開催された地球サミットをきつかけに､｢ みやぎでも環境を考え地球
を守りたし㌔｣ モんな思いから生まれた環境 N(; 0 です｡
1 9 g 3 年から禄や水･ 負などを通して環境と< らしを考え､ 地域と地球環境に
寄与するために多< の市民･ 学者･知識人協同組合(み やぎ生活協同組合､
宮城県農業協同組合中央会､宮城県漁業協同組合､宮城県森林組合連合
会､ 協同組合日等逓仙色) ･企業･ 団体好

一

俺旺なって活動していますb

< 県産材を使用した地球環境に優しい住宅のシンポジウム 事前申込書> F A X で の あ申込はこち5 をご利用< ださい ｡

送付先 F A X O 2 2 - 219 -5 71 3
切 畑 らすこの ままF A X して< 組 ､｡

ふりがな 電緒

氏名 FAX

所属
参加

人数

萱 申込受付後､ 事務局から受付完了のご連絡をいたします｡ F A X ･ メ ー ルにてあ申込後､ 3 日経過しても連絡ガ
ない場合には事務局まであ問合せ< ださい ｡ いただし＼た情報lよ不企画以外の 目的で使用しません｡

携帯メールで の

あ申込はこちら
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